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　ラスの中で飛び交う言葉に注意を向けると、「う
ざい」「やばい」といった表現が多くなっていま

せんか。SNS でのやり取りも、「明日行く？」「なんで
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来る？」「行ったらダメなの？」「はぁ？」「だって『な
んで来る』って」「自転車で来るのかきいただけだよ」
……といったミス・コミュニケーションが頻繁に起き
ています。こうした短いインパクトのある言葉は、使
い手に、互いの感情の強さが響き合う感覚を与え、ど
こか共感し合ったような錯覚をもたらします。しかし
その一方で、互いの状況を深く思いやり、共感するた
めのコミュニケーションが阻害されてしまいます。

感情リテラシーが育っていない？

　教材の登場人物の気持ちを子どもが理解できていな
いという問題が指摘されています。これまで、それは
読解力の問題として考えられていました。しかし、実は、
感情の読み書き能力ともいえる「感情のリテラシー」
が育っていないのではと危惧されています。感情のリ
テラシーは、自分だけでなく他者の感情を適切に理解
し、表現する能力のことです。自分の怒りや悲しみの
気持ちをコントロールする力も含みます。教材から考

え、議論するためには、まず登場人物の「気持ちを感
じる」ことが必要です。
　例えば、登場人物が無視されて〈「悲しい」「怒って
いる」〉と感じていることを理解するには、「悲しい」

「怒っている」という気持ちのボキャブラリーが欠か
せません。言葉をもつことによって、初めて、他者の
気持ちを理解することができるわけです。そして、そ
れについて自分は〈「かわいそう」「いたたまれない」〉
気持ちになっていると気づくためには、自分の気持ち
を「かわいそう」「いたたまれない」という言葉に置
き換える力が求められます。

感情のボキャブラリーを増やそう

　つまり、何か体験をしたときに、自分の心の中で生
じる心の振動が「気持ち」であると気づき、その気持
ちを理解するためには、自分の「心的辞書」※から気持
ちを同定できる言葉を取り出す力が要るのです。こう
した力は自然には伸びません。子どもたちが登場人物
の気持ちを答えられずにいるとき、「無視されて悔し
かったのかな」「腹立たしかったんだね」などと、子
どもの気持ちを代弁してやる働きかけが必要です。
　いくら自分で考えさせても、子どもの心の辞書に、
いろいろな気持ちのボキャブラリーがアップデートさ
れていなければ、乏しいデータベースからは引っ張り
出せないのです。「悔しい」「腹立たしい」という言葉
で自分のモヤモヤした状態を表現できることに気づけ
れば、やがては自発的に「悔しかったんじゃないかと
思います」と表現できるようになります。
　こうした働きかけをし、道徳的感情ともよばれる「慈
悲」「感謝」「罪悪感」「恥」といった高次の気持ちの
理解を育てるためには、まずは教える側の心的辞書の
ボキャブラリーのアップデートが必要といえます。

道徳授業を成功させよう
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※「メンタルレキシコン」ともいう。心の中で検索し、取り出せる語彙。
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子どもたちへのメッセージ
新版教科書では、さまざまな分野で活躍している人物を取り上げています。
子どもたちに伝えたいこと、作品に込めた思いなど、メッセージを寄せていただきました。

「すき」だから、がんばれる。「すき」だから、続け

られる。「すき」だから、もっと知りたくなる。そ

して「すき」は、心の支えになってくれる。「すき」

から生まれる原動力は、時に、本人の想像を超えた

すごい力を発揮する。他人からみたら、ちっぽけに

思えるような小さいことでも、本人が「すき」ならば、

それでいい。その小さい「すき」から、世紀の大発

明が誕生することだってある。だから、「すき」の

気持ちを大切にしてほしい。そして、他人の「すき」

を絶対ばかにしてはいけない。
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1年「31　『すき』から うまれた『そらまめくん』」

（A　個性の伸長）

この教材が、世の中にあふれているいろいろな話を、
そのまま信じ込むのがいかに危険なことなのかを知
るきっかけになればうれしいです。
行ってみないと見えてこない。やってみないと始ま
らない。発見は、世界中のみんなと共有できるし、
半永久的に残る、誇らしき知的財産です。将来の研
究者たちへ一つでも多くの「知」を渡すために、こ
れからも謎に挑んでいきます。
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6年「28　サバクトビバッタを追いかけて
〈昆虫学者・前野浩太郎〉」
（A　真理の探究）

「人生は “ 宝物 ” を探す旅だ。」そんなことを聞くと、
楽しくワクワクするものを想像すると思います。そ
う、人生はとても楽しいものです。私は小さい頃か
ら目標や夢をもち続けてきました。失敗もあったけ
れど、そのぶん宝物もたくさん見つけました。
自分の道を一生懸命進んだ先には、きっと “ 幸せ ”
という宝物が待っています。だから、みんなも夢や
目標をもち、全力で一歩一歩を大切に歩んでいって
ほしいです。
これからの人生で、みんなが幸せという宝物をたく
さん見つけることを願っています。 
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あなたは日々、あるバトンをたずさえ歩んでいます。

誰一人欠けなかったことで

ようやく今のあなたにつながった、

奇跡のようなそれ。

百万を超えるばあちゃんじいちゃんがつないできた、

いのちのリレーのバトンです。

また、いつか誰かに何らかの形で

手わたしてゆくためのものでもあります。

悲しくもあたたかな

恋ちゃんたちのバトンリレーのように。　　　

國
くに

森
もり

康
やす

弘
ひろ

さん
（写真家）

6年「32　恋
れん
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（D　生命の尊さ）


